
○ペンアルス桟橋（Penarth Pier） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本桟橋は、ウェールズ地方に残るビクトリア朝の

桟橋の１つであり、海上のプロムナードであるととも

に当時ブリストル海峡を頻繁に渡る蒸気船の接岸

施設として利用された。1929 年にアールデコ様式

のパビリオンが建設された。1931年に大火により桟

橋の多くの建物が焼失したが、岸寄りのこのパビリ

オンは無事であった。再建された桟橋は、1947

年、強風により Port Royal Park 号(7000 トン)が

激突し大破した。やがて再建され1950年に再開す

る。1981 年に船舶の定期運行が終わった。本格的な修復工事が 1994 年から始まった。杭構造

物、デッキ、桟橋上の施設、係留施設など、桟橋の全

てに及んだ工事は 1998 年に完成した。その後、修

復と再利用計画が作成され、2012 年秋から工事を

開始し 2013 年末に完成、オープンした。新装なった

パビリオンには、70 座席の常設映画館、演奏会場、

展示スペース、バー、海峡を眺めるレストランなどが

入っている。2014年の Pier of the Yearを受賞した。 

供用開始年  1895 年 

所有者 Vale of Glamorgan District 

Council 

桟橋位置 Civic Offices, Holton 

Road ,BARRY,South 

Glamorgan, CF63 4RU 

桟橋延長 200m(658ft) 


